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研究成果の概要（和文）：自然史博物館ではこれまで動植物や岩石鉱物など、主に「物質」を表現する資料の収
集・保存・活用を行ってきた。これに対して地層は「物質」であるだけではなく「現象」をも表現しているた
め、地層の標本化を通して地球の「現象」を標本化することができる。地層は単純に収集・保存することが難し
いが、「地層剥ぎ取り」という技法を用いると、地層の表面を原状のまま剥がし取って実物標本化でき、学術研
究をはじめ展示や普及活動等を通して広く社会に還元できる。地層剥ぎ取り技法を用いて地球の「現象」を実物
標本化し、また博物館資料としての位置付けを明確化するための調査研究を行うことで、博物館資料の持つ新た
な可能性を提示した。

研究成果の概要（英文）：Natural history museums have reposited “physical materials” such as 
animals, plants, rocks and minerals.  By contrast, surface peel specimens present not only “
physical materials” but also “phenomena” occurred on the Earth.  Surface peel specimens of real 
outcrops are useful for understanding geological processes in laboratories, and also suitable for 
exhibition and educations in museums.  New possibilities of museum specimens are shown by this study
 using surface peel specimens.

研究分野：博物館学、地学教育、堆積学、地球化学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 博物館資料としての「地層剥ぎ取り」の
特異性と重要性 
 自然史博物館では、過去から現在にいたる
までの地球や生命の歴史に関する資料を収
集し、保存し、活用している。自然史の資料
には、動物の剥製や骨格、植物の乾燥標本、
化石や岩石等、様々な種類や形態があるが、
そのほとんどは、生物や鉱物などの「物質」
を表現する標本である。これに対して、地層
は「物質」であるだけではなく、地球の表層
で起こってきた出来事を記録しており、たと
えば地震や火山の噴火、台風、潮汐、軌道の
変化等の「現象」を表現している。地層を標
本化することは、すなわち、地球で起こった
「現象」を標本化し、博物館の資料とするこ
とである。 
 地層は、動植物や岩石鉱物など他の自然史
資料とは異なり、標本として単純に収集・保
存することが容易ではない。しかし、「地層
剥ぎ取り（はぎとり）」という技法を用いる
と、地層をつくる表面の一つ一つの粒子やそ
の配列を、原状のまま剥がし取って「実物」
標本化することができる。この地層剥ぎ取り
によって、重要な地質情報がつまった露頭
（崖）の現場をそのまま屋内に持ち込み、そ
れを博物館の資料として収集し、後世に伝え
ていくことができる。 
 地層剥ぎ取り標本は、現場の状態を保持し
た実物の標本を、屋内にいながら詳細に観察
することができるので、学術研究をはじめと
して、展示や教育普及活動等を通して広く社
会に還元できる素材だといえる。また、露頭
は、開発事業等により消滅したり、崩落防止
のために被覆されてしまったりなど、永久に
失われ、後の観察が不可能になってしまうこ
とも多い。そのため、地質学的に重要な露頭
の剥ぎ取りを行い、その実物標本を博物館が
長く保存していくことは、学術的にも社会的
にも非常に大きな意義がある。 
 
(2) 生命の星・地球博物館における「地層剥
ぎ取り」標本の収集と活動 
 このように、研究・収集・展示・普及活動
を行う博物館が実施するのに相応しく、学術
的にも社会的にも利用価値の高い地層の剥
ぎ取りであるが、実際の収集作業には高度な
知識を持つ専門家が必要であり、継続的に収
集を行っている博物館はほとんど存在しな
い。神奈川県立生命の星・地球博物館（以下、
当館）では、地質学的に重要な露頭の地層剥
ぎ取り標本の収集を、長年にわたり、継続的
に実施してきた。現在では、国内でも有数の
コレクションを所蔵するに至っており、特に
大型の剥ぎ取り標本については、他館に類を
見ない充実した内容となっている。これまで、
剥ぎ取り技術を持った専門家と連携しなが
ら多くの大型の剥ぎ取り標本を収集すると
ともに、他機関が行った剥ぎ取り標本の受け
入れを行うなど、幅広い収集活動を行ってい

る。 
 これらのコレクションをもとに、研究代表
者は、地層剥ぎ取り標本を用いた研究・展
示・普及活動等についても積極的に展開して
きた。標本の意義と魅力を十分に伝えるため
に、標本から読み取ることのできる地質情報
の記載を行ったり、展示や出前授業による普
及活動を活発に行ったり、科学系博物館活動
等助成を受けて地層剥ぎ取り標本の「見せ方」
について比較検討を行うなど、事例研究を重
ねてきた。当館には、長年にわたる継続的な
収集・展示・普及活動等によって、剥ぎ取り
標本やそれに付随する多くの技術や情報が
蓄積されているため、地層剥ぎ取りに関する
収集および研究活動を効率的に進め、またそ
の成果を発信することのできる拠点として、
ふさわしい環境にある。 
 
２．研究の目的 
 「地層剥ぎ取り」は、博物館資料として重
要であり、また「現象」を表現することがで
きるという点で特異な存在でもある。地層は
過去の地球上で起こった「現象」を記録して
いるが、これまで地層の「物質」そのものに
主眼が置かれ、「現象」をあらわす標本とし
て着目されたり収集されてはこなかった。そ
こで本研究では、地球で起こった「現象」の
表現に焦点を絞って、「地層剥ぎ取り」技法
を用いて地球「現象」の実物標本化を実践す
る。本研究により、これまで「物質」として
しか存在してこなかった博物館資料に、新た
な視点や側面を加える。 
 標本化にあたっては、剥ぎ取り技術を持つ
専門家と連携を図りながら、対象となる地層
の特性と資料の活用目的に応じて、資料の収
集方法や保管方法等についても検討しなが
ら実施する。成果を広く発信することで地層
剥ぎ取り標本に関する知的情報の共有化を
はかり、誰もが利用できるようなものとする。
収集した標本は、地層によって可視化された
地球表層の「現象」を広く一般に知ってもら
うため、企画展示や普及活動を通じて「物質」
だけでなく「現象」を表現する新たな博物館
資料として発信して、研究の成果を社会に還
元する。 
 また、地層剥ぎ取り標本については、これ
までにも博物館等で収集が行われているも
のの、博物館資料としての位置付けは明確に
なっていない。博物館資料としての意義を明
らかにすることで、他の自然史資料と同様、
多くの剥ぎ取り標本を博物館が収集し続け
ることの根拠を明確にすることができ、標本
を後世に伝えていくことができる。そこで、
これまでに当館が収集してきた標本や他機
関が収集・保管している標本も含め、地層剥
ぎ取り標本の博物館資料としての位置付け
を明確化するための調査研究を行う。これに
より、今後更に研究を発展させることができ
れば、博物館同士の標本情報の共有化やネッ
トワークの構築等にもつながることが期待



される。 
 以上により、地層剥ぎ取り技法を用いて地
球「現象」を実物標本化し、また博物館資料
として明確に位置付けることで博物館資料
の持つ新たな可能性を提示し、博物館資料を
核とした博物館活動の更なる活発化を目指
して本研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 下記の活動を通して、これまで「物質」と
してしか存在してこなかった博物館資料に
「現象」という視点や側面を加え、博物館資
料の新たな可能性を提示して、博物館資料を
核とした博物館活動の更なる活発化を促進
する。 
(1) 地球の「現象」の実物標本化の実践と、
それらを用いた博物館活動の試行 
 標本は、その目的によって適切な素材や大
きさ、形状等が異なる。地層の特性や活用の
目的に応じた標本を収集・保管するための適
切な手法や材料について、これまで多種多様
な剥ぎ取り標本の収集に携わってきた専門
家の協力を得ながら検討・開発し、地球の「現
象」の表現に焦点を当てて実際に地層の剥ぎ
取りを行い、地球「現象」の実物標本化を実
践する。収集した標本は、実際に博物館にお
ける展示や普及活動に試行し、必要に応じて
改善を行う。 
 
(2) 博物館資料としての地層剥ぎ取り標本
のあり方の調査と位置付け 
 (1) で収集した標本に加え、当館がこれま
で収集してきた標本や、他機関が収集保存し
ている標本も対象として、地層剥ぎ取り標本
の博物館資料としてのあり方について、調査
研究を行う。まず当館や他機関において、こ
れまで剥ぎ取り標本がどのように収集・保管
され、研究され、展示され、普及に活用され
てきたか、博物館学芸員等への聞き取りによ
る事例調査を行う。その調査結果を受け、収
集・保管・研究・展示・普及等のあり方や、
公開すべき基本情報等について博物館関係
者・教育関係者と議論し、博物館資料として
の地層剥ぎ取り標本のあるべき姿をまとめ
る。これにより、博物館資料として地層剥ぎ
取り標本を収集していくための根拠を明確
化する。 
 
(3) 地層剥ぎ取り標本に関する知的情報の
共有化と成果の発信 
 地層剥ぎ取りの手法については、これまで
にも簡単な事例紹介はいくつか行われてい
るものの、手法や材料の比較検討等について
はほとんど公表されていない。そこで、地層
剥ぎ取りの手法や材料、身近な材料を用いた
簡便な剥ぎ取り手法について広く紹介し、標
本に対する理解を深めてもらう。また、地層
によって可視化された地球表層の「現象」に
ついて広く一般に知ってもらうため、学会や
論文で発表するとともに、収集した標本を用

いた展示や普及活動の実践を行って成果を
発信する。 
 
４．研究成果 
(1) 地球の「現象」の実物標本化の実践と、
それらを用いた博物館活動の試行 
 ３回の津波が起こったことを示唆する陸
成堆積物、季節変動を記録した年縞と火山噴
火・地すべりなどの変動現象という２種類の
現象を記録した湖成堆積物、火山活動を示す
陸成の火山灰堆積物、地震活動をあらわす断
層、水の流れや脱水現象を示す浅海堆積物と
いう５種類の地層剥ぎ取りを行い、地球の
「現象」の新たな実物標本化を実践した。運
搬や取り扱いを考慮して標本の大きさや形
態を工夫し、いずれも一見して分かりやすい
標本として仕上げることができた。全く固さ
の異なる地層を一連の標本として収集する
ために、剥ぎ取りと型取りを組み合わせた新
たな実物標本化の手法を開発したり、美的感
覚も兼ね備えた剥ぎ取りの額装標本を製作
するなど、いくつかの新しい試みも実施した。
また、実践の様子を写真や動画などで撮影し
たり、剥ぎ取り地点で岩石等の資料を採取す
るなど、地層剥ぎ取り標本を普及させるため
の有効なデータを蓄積した。いくつかの標本
については博物館内や学校において展示を
行い、評判を得た。本研究で製作した５種類
の標本は、平成 29 年 7 月から開催する当館
の特別展示において展示を行い、その成果を
発表する予定である。 
 また、博物館等における地層剥ぎ取り標本
の収集とその意義等について、学会発表や論
文執筆（⑥石浜ほか, 2015; 番号は次章（５．
主な発表論文等）における通し番号）を通じ
て研究者・博物館関係者・教育関係者に発信
し、議論を喚起した。これまで「物質」とし
てしか存在してこなかった博物館資料に「現
象」という新たな視点や側面が加えられたこ
とや、博物館資料が持つ新たな可能性につい
て発信し、周知することができた。 
 
(2) 博物館資料としての地層剥ぎ取り標本
のあり方の調査と位置付け 
 千葉県立中央博物館、滋賀県立琵琶湖博物
館、大阪市立自然史博物館、ふじのくに地球
環境史ミュージアム、豊橋市自然史博物館、
相模原市立博物館、横須賀市自然・人文博物
館、野尻湖ナウマンゾウ博物館、大鹿村中央
構造線博物館、国立科学博物館、東京大学総
合研究博物館、東京農工大学科学博物館、加
曽利貝塚、大阪府立狭山池博物館、神奈川県
埋蔵文化財センター、横浜市埋蔵文化財セン
ター、横浜市歴史博物館、横浜市三殿台考古
館、国立歴史民俗博物館、農業環境インベン
トリーセンター（土壌モノリス館）を訪れ、
各館における地層剥ぎ取り標本の収集や活
用の現状について調査を行った。メールを使
った担当学芸員からの聞き取り調査の結果
も合わせ、日本の自然史博物館における地層



剥ぎ取り標本の収集・保存・活用に関する現
状について取りまとめ、論文として発表した
（①石浜, 2017）。また、地層剥ぎ取り標本
に関して公開すべき情報とは何かを整理し、
当館が所蔵する標本を例としてカタログと
してまとめ、他博物館にも参考になるような
かたちで公表した（④石浜ほか, 2017）。こ
れらにより、博物館資料としての地層剥ぎ取
り標本のあり方が位置付けられ、他の自然史
資料と同様に多様な剥ぎ取り標本を収集し
続けるための根拠が明確になった。 
 
(3) 地層剥ぎ取り標本に関する知的情報の
共有化と成果の発信 
 地層剥ぎ取りをはじめとした露頭の現状
保存のための技法に関する論文を公表し（②
石浜, 2017）、様々な手法や材料について紹
介した。また地層剥ぎ取り標本について広く
知ってもらうため、一般市民向けの普及的著
作を執筆したり（⑨石浜, 2015; ⑩石浜, 
2014）、小学生・大学生・一般向けの講座に
おいて身近な材料を用いた簡便な剥ぎ取り
実験や剥ぎ取り標本の観察等を行って、普及
活動に努めた。「物質」だけでなく「現象」
を表現する新たな博物館資料として広く一
般に発信し、地層剥ぎ取り標本の意義と魅力
を伝えることができた。 
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